


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1)　この項目について、Werhahn,P.H.;Menschenbild,Gesellschaftsbild und Wissenschaftsbegriff in der neueren






























べきでないと主張することができる」と。これについて、Lenk,H, :Sozialphilosophie des Leistungshandelns,
Stuttgart / Berlin / Köln / Mainz, 1976,S.22.なおこの文章はここでの内容とは直接関係しないが、社会的哲学
を考えるということのひとつの見本として示した。





7)　以下については Werhahn, a.a. O., S.7-8について語られる。経営経済学はこの点についての議論はおどおど
したものであるという指摘がある。（S.６）
経営論集　第58号（2003年３月)22
8)　これらの議論については例えば、Schanz, G. :Betriebswirtschaftslehre als Sozialwissenschaft, Stuttgart / Berlin /




9)　Werhahn, a.a. O., S.9.
10) 以下について、Werhahan, a.a. O., S.11-12.
11) Baumann, E. : Das System Unternehmung, Stuttgart / Berlin / Köln / Mainz, 1978, S. 1-24.もちろん、３もしくは４
の種類以上に学問区分をしているものもある。例えば、Bea, F. X / Steinmann, H. / Gerume:Allgemeine






13) 以下において、Werhahn, a.a. O. S.74-79の叙述を中心にする。なお、そこであげられている書物のなかで次
のものが参照できるだけである。Gutenberg, E. Grundlagendler Betriebswirtschaftslehre, Bd I : Die Produktion,
Berlin, 1951 （ 1.Auflage ） :Gutenberg, E. Einführung in die Betriebswirtschaftslehre, 1958. Gutenberg, E.





















18) この説明について、Werhahn, a.a. O., S. 159-169の内容が示される。これに関して我々の参照可能な資料は
次のものである。Heinen, E. : Das Zielsystem der Unternehmung, Wiesbaden, 1966. Heinen, E. : Grundbfragen der
entscheidungsorientierten Betriebswirtscheftslehre, München, 1976, Heinen, E. Einführung in die
Betriebswirtschaftslehne, 9. Aufl. Wiesbaden, 1985.







20) Werhahn, a.a. O., S.161-162.および、Heinen, Einführung, a.a. O., S.45-46.
21) Werhahn, Grundfragen, a.a. O., SS.219-229. Heinen, Einführung, a.a. O., SS.46-48.
22) Werhahn, a.a. O., S.163において、Simon があげられているが、我々にとって特に興味があることは Simon の
先駆者として、M. Weber があげられていることである。それは「合目的々行動という理念型的行動見本」
がひとつの行動可能性としてあげていることである。なおここでは、Hundt, S. : Zur Theoriegeschichte der
Betriebswirtschaftslehre, Köln, 1977, S.182-183の指示もある。
23) これに関係して、Werhahn は、Cyert, R. M. / March, J. G. : A Behavioral Theory of the Firm, Englewood Cliffs,
1963, p.34および Maslow の名前をあげているが、我々はそこまでさかのぼらない。




25) とくに、Werhahn, a.a. O., S.167-168.ここで、意思決定問題の満足的解決は経験上の事柄であり、合理原則
は数学的意思決定モデルのことを指している。
26) Heinen, Grundlagen, a.a. O., S.86.「要求水準の心理的概念は従ってまた次のことについての解明を可能にす
る。異なる時期で異なる利益が十分なものとみなされること。同じように、……十分な利益の高さは部分
的には市況によって決定される。」
27) 以下についてとくに、Werhahn,a.a. O., S.168-169.
28) Werhahn, a.a. O., S.25.ここでは Locke の説を出発点にしている。それ以下の展開は別の課題として考えられ
るべきであろう。
29) Heinen, Einführung, a.a. O., S.38-39.心理学的および社会学的モデル特性はかなり限られた意思決定自由から
出発していると加えている。また、Heinen, Zielsystem, a.a. O., S.25においても個人意思決定について語られ
ている。
30) Heinen, Zielsystem, a.a. O., S.25.これについて、Collins, Homans, Simon などの名前があげられ、意思決定が
集団決定過程に関係すること、心理的側面をもつことなどが示唆されている。
31) とくに Werhahn, a.a. O., S.169.
32) 以下について、Werhahn, a.a. O., S.258-262の主旨が語られる。なお、ウルリッヒについて、Ulrich, H. ; Die
経営論集　第58号（2003年３月)24
Unternehmung als produktives soziales System, Berlin / Stuttgart, 1968. I Aufl.を我々は参照することができる。
なお、Werhahn は、Ulrich のあげるシステム特色として、──それは社会的現象を特色づけるに都合がよ
いのだが──、オープン性質、動態性、目的方向性、複雑性、蓋然性をあげている。また、これについて
例えば、Katz, D. / Kahn, R. L. : The Social Psychology of Orgamizations, New York, etc.,1978,2ed. p.18f.が参考に
なるであろう。
33) これについて Ulrich, a.a. O., S.29において、要するに方法問題のひとつとしてシステム思考が現出されてい
ることが分る。さらにシステムとはここでは社会的システムのことであり、人間によって多かれ少なかれ
追求のされるために明快にされた目的が達成されるようになっている、また多くの人間から成立した制度
のことであるとしている。もちろん Heinen, Einführung, a.a O., S.53においても、システム理論について触れ
ている。例えば、「経営経済をシステムとみなし、それが情報を、意思決定を下してそれを実施するよう
に処理する」と。
34) Ulrich, a.a. O., SS.28-29.
35) コミュニケーションについては、例えば、Schmid, M. : Theorie sozialen Wamdels, Opladen, 1982, S.96にある
ように、象徴的相互作用の理論のなかで扱われるものもある。Luhmann, N. : Funktionen und Folgen formaler




36) Ulrich, a.a. O., S.246-247.
37) Ulrich, a.a. O., S.155-156.
38) Ulrich, a.a. O., S.290-291.ここでは、Gutenberg の主張する経済性および収益性原則について引用されている。
39) これについて Werhahn a.a. O., S.261は Ulrich の言葉としているが実際に発見することはできない。
40) 上記についてとくに、Ulrich, a.a. O., S.291.
41) Werhahn a.a. O., S.262.
42) Werhahn a.a. O., S.292において次のように述べている。「多くの異なる目的種類および手段種類があり、そ
のときそれらが相互関係のなかに置かれねばならないために、数量的指数は当然ながら限られた言明能力
しか持たない」と。
43) 形成については主として組織形成のことを考えるとよいかもしれない。これについて例えば、Grochla, E. :
Grundlagen der organisatorischen Gestaltng, Stuttgart, 1982. S.2.「組織は規則のシステムとして、人工的システ
ムであるから、それは自然には生じない。むしろ、それは組織的形成行為の結果である。我々はこれを組
織的形成もしくは組織化と呼ぶ。」
44) Luhmann, N. : Soziale Systeme ; Grundriß einer allgemeinen Theorie, Frankfurt am Main, 1984, S.67-68.
45) Lunhmann,a.a. O., S.31.
46) Lunhmann のいわば閉じたシステムのような考え、もしくはサブシステムの自由を認めない考えにたいし
て批判を出すのは、Habermas であるという。これについて、Eppe ; K. Theorie und Praxis der Systemanalyse,
München, 1979, S.34.
（2002年11月25日受理）
